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ケイ素や酸素のほとんどは重力崩壊型超新星によって合成されるため、その
総量は過去の大質量星による超新星数を反映する。 
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すざく衛星による銀河団ガスの重元素分布 
松下恭子、佐々木亨、佐藤浩介、佐久間絵里、横田佳奈、阿部雄介（東京理科大学）, A. Simionescu (JAXA) 

概要：銀河団では、バリオンのほとんどは数千万度の高温ガス（銀河団ガス）として、銀河団を満たしている。銀河団ガスにはさま
ざまな重元素が含まれており、その量は銀河団中の銀河の星に含まれる重元素の全質量よりも多い。すざく衛星の低いバックグラウ
ンドにより、銀河団外縁部の重元素の組成を求めることが可能になった。我々は、すざく衛星を用いて、複数の銀河団の外縁部の鉄
の量を求めた。銀河光度と比較することにより、鉄がかなり古い時期に形成されたこと、さらに、ケイ素の量と銀河光度の比から、
銀河団全体の星の初期質量関数を渦巻銀河である我々の銀河系とあまり変わらないことが推定される。 

研究の背景：銀河の形態は環境に依存し、銀河密度が高い銀河団
中心領域では楕円銀河やS0 銀河など早期型銀河が多く、銀河団
の外部のフィールド領域では、渦巻銀河が多い。さらに、銀河団
中の早期型銀河は最近はほとんど星形成率を起こしておらず、
フィールドに比べて早期に星形成が終わっている。では、宇宙初
期の銀河団の早期型銀河では、渦巻銀河と同じように星形成を起
こしていたのだろうか。星の初期質量関数やバリオンの星になる
割合は、環境に依存するのであろうか。銀河団では、バリオンの
ほとんどは数千万度の高温ガス（銀河団ガス）として、銀河団を
満たしている。銀河団ガスにはさまざまな重元素が含まれており、
その量は銀河団中の銀河の星に含まれる重元素の全質量よりも多
い。つまり、銀河の星の合成する元素の総量を調べるためには、
銀河団ガスに含まれる重元素の量を求めることが不可欠である。
すざく衛星の低いバックグラウンドにより、我々は銀河団の端で
あるとも言えるヴィリアル半径までの全鉄の量を求めることが可
能となった。 
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鉄の輝線はスペクトル中で目立つため、銀河団ガスの鉄の分布を最も精
度よく調べることができる。銀河団ガスのケイ素と鉄の比が太陽組成に
近いことから、鉄のほとんどはIa型超新星で合成されることになる。 

Sasaki+ in prep�

�Op²�}�á�O�8M®�i�?� 
 (Sasaki+ in press) 

2¡��O ®»x�À�Op³�O ±Mµ��O ËÐ²�}�á�O�8
M�2¡�(Makishima et al.2001), ÉßÓÞ×á�Xz�Q±Mµ��£
(Ponman et al. 1999)�ËÐ²}��F²}�±Mµ2¡�("5°¯)� 
@�³�OpËÐ²ÉßÓÞ×á��®�}�á�O�8M²`�Ã\v£¨
("é)� Á¸­{z¡Á¬�¨½�±��Op­³ÖÜÊß�¾F�'�:?¡Á
¨²­�Á´��}�á�O�8M³�O ®�Â¾°�³¦­�À�ÉßÓÞ
×á��®²`�³�ÖÜÊß�¾²F:?V±³4�°���Op²T^�+
^°L�±4��À ®Ãd�£¬�À� 

¸®º 

¥¢�uF²��ÖÒÌÍÛßÔ±½¿��O ²àÆÜÅÝ�;¸­²�¼Î
Çi²}�®�O�8ÃNºÀ ®��r±°ª¨�§²kJ��Ã�¹�i
²'�³,-�I±�?¡Á¨ ®�¯²�O �Op­»�¤½�±F¼�
i��?¡Á¬�¨ ®�E¾�±°ª¬�¨� 

Reference 
Makishima, K., Ezawa, H., Fukuzawa, Y., et al. 2001, PASJ, 53, 401 
Matsushita, K., Sakuma, E., Sasaki, T., Sato, K., & Simionescu, A. 2013a, ApJ,764, 147 
Matsushita, K., Sato, T., Sakuma, E., & Sato, K. 2013b, PASJ, 65, 10 
Ponman, T. J., Cannon, D. B., & Navarro, J. F. 1999, Natur, 397, 135 
Renzini, A., Ciotti, L., D’Ercole, A., & Pellegrini, S. 1993, ApJ, 419, 52 
Sasaki, T., Matsushita, K., Sato, K., ApJ in press (arXiv 1311.4636) 
Sato, K., Matsushita, K., Ishisaki, Y., et al. 2008, PASJ, 60, 333 
Sato, T., Sasaki, T., Matsushita, K., et al. 2012, PASJ, 64, 95 

"å²½�±�ÎÇi²Q.�Z­
�À0.5r180¸­²ÎÇi��M�
*�²�±�� ®�Â�À� 
@�²�Oh­»�O ��Op
­»��¤�I}��B­FÃ:
?£��CFU\²¶®Ä¯³¥
­±� ¿��?¡Á¨�i³
@�²�Oh­³>F±��O �
�Op­³�±�O ËÐ±�¤
�º¾Á¬�À®q�À®�¯ ­
»�¤ÎÇi�M±°À ®±°À� 

"ç²½�±�¯²�O ­»
0.5r180¸­³��}�á�
O�8M�¾���O½¿7
�ª¬�À ®�Â�À�,
-�I±'�²���?¡Á
¨ ®Ãd�¥À� ²kJ
³�Ia$�CF²U\HI
³§²�R±»��Ã«�À
 ®±°À� 
0.5r180½¿&­³¶·�.
®°¿��O ²�6²?�
Ã�G£¬�À ®±°À��

"åê¥¢�uF�XMMuF±½¿Nº¾Á¨
�O ��Op²�PËÐ�²ÎÇi��M
²f��5��

"3:ØÝÑÈÐ9�O ²�O ËÐ�
²ÎÇi}�®�O�8²M(~)²�;
�5�¥¢�uF±½ÀàÆÜÅÝ�;�;
¸­²/8��²�5�¾ÎÇi²}�±
��Ã«�À®��²å«²●²g!®°À� 

W#²�O ²�O²>F²¶®Ä¯³
1�²��2}�F­�À�¥°Â©��
O �	±�¸ÁÀÎÇi¼�i²}�
²m�®�O²�8²M³�(}�F®
2}�F²B²M�«¸¿�F²�I}�
�BÃ�G¥À ®±°À��I}��B
²
��ä[°À®�ÎÇi¼�i²}�/
�O�8M³åã
��®A.¡Á¬�À
(Renzini 2005)� 
"æ²½�±ØÝÑÈÐ9�O ²�PË
Ð�²ÎÇi}�³��O²>F�²Î
Çi}�ân)½¿»�°¿���Xz�Q
®MµÀ ®±½¿�*�h��²�I}
��B(Salpeter)²kJ½¿³¼¼'�»
²²��I}��B²µ�®£¬³(��
ba³£°�� 

"4:¥¢�uF±½ª¬wQ¡Á¨�O ËÐ�²�
²}�®�O�8²M(�}�-�O�8M)²�;�
5�j?M²�.=°¯±½Àhly4³å
e8 

"äê0|)	²XoY��

"è:¥¢�uF±½ª¬wQ¡Á¨0.5r180��²
�O ��OpËÐ²}�®r180��²�O�8 

"6:¥¢�uF±½ª¬wQ¡Á¨0.5r180�
�²�O ��OpËÐ²�}�á�O�
8M®0.5r180­²ÉßÓÞ×á®P8²M 

This document is provided by jAXA.




